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主な対策内容

北金丸ザゼンソウ群生地北金丸ザゼンソウ群生地

令和4年

No．204

2月
１日号

“ 題 字 は 君 島 孝 明 議 長 ”おおたわら市

市議会では新型コロナウイルス感染症対策を徹底して、定例会を行っております。

●マスクを着用（発言時も着用する）。
●傍聴の自粛（インターネット中継の視聴を推奨）。
●一般質問の質問時間を10分短縮。
●議場内の窓や扉は換気のため開けたままにする。
●熱中症対策として、マスク自体の工夫やフェイス
　シールド等の着用。休憩時間では水分の補給を行う。



令
和
３
年  

第
４
回

　

令
和
３
年
第
４
回
市
議
会
定
例

会
は
、
去
る
11
月
29
日
か
ら
12
月

８
日
ま
で
の
10
日
間
を
会
期
と
し

開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
正
副
議
長
選
挙
な

ど
４
件
が
行
わ
れ
た
ほ
か
各
常
任

委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
の
選

任
並
び
に
正
副
委
員
長
の
互
選
が

行
わ
れ
ま
し
た
。（
議
会
人
事
構
成

に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
だ
よ
り

１
月
１
日
号
に
記
載
し
て
お
り
ま

す
。）
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
案
件
は
市
長
の
専
決
処
分
事
項

の
承
認
案
件
１
件
、
人
事
案
件
２

件
、
条
例
案
件
６
件
、
指
定
管
理

者
の
指
定
案
件
２
件
、
補
正
予
算

案
件
２
件
、
陳
情
３
件
、
議
員
案

２
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
と
し
て
は
、
令
和
４

年
度
の
行
政
組
織
改
編
と
し
て
、

財
務
部
の
名
称
を
経
営
管
理
部
に

改
め
、
総
務
課
を
総
合
政
策
部
か

ら
経
営
管
理
部
に
移
管
す
る
た
め
、

大
田
原
市
行
政
組
織
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
な
ど
で
す
。

ま
た
、
人
事
案
件
・
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
、

指
定
期
間
満
了
に
伴
う
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
及
び
追

加
提
出
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
緊
急
経
済
対
策
の
子

育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
事
業
と
し
て
５
億
３
３
０
万

円
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
含
め
て
本
定
例
会
に
上
程

さ
れ
た
議
案
は
陳
情
３
件
を
除

き
、
全
て
原
案
の
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
議
案
の
詳
細
及
び

一
般
質
問
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

下
記
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　 

市
議
会
定
例
会

令和３年  第４回大田原市議会定例会  審議された議案等と結果
議案番号 議案件名 結 果
選挙第１号 君島　孝明議長の選挙について

選挙第２号 大豆生田春美副議長の選挙について

選挙第３号
引地　達雄
前野　良三
君島　孝明

那須地区広域行政事務組合議会議員の選挙について

選挙第４号
君島　孝明
大豆生田春美
櫻井潤一郎

那須地区消防組合議会議員の選挙について

議案第７２号
承　　認
（全会一致）

同　　意
（全会一致）

市長の専決処分事項の承認を求めることについて
（令和３年度大田原市一般会計補正予算（第６号））

議案第７３号
大田原市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること
について

推薦することに異議なし

（全会一致）
議案第７４号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

議案第７５号 大田原市行政組織条例等の一部を改正する条例の制定について
原案可決
（全会一致）

おおたわら市 議会だより  令和 4 年 2月1日 （2）



３月定例会 開催のお知らせ令和４年

2月21日（月）～3月8日（火）
※ 一般質問内容など詳細につきましては後日、議会ホームページで公開いたします。

会 期
（予 定）

市議会ＨＰは
こちらから

市民５分間演説休止のお知らせ
　大田原市議会では、市内に在住、在勤または在学する方で、議案に対する賛否や市の一般事務
について、自分の意見を自由に発言することができる「市民５分間演説」を実施しておりましたが、
コロナ禍による状況変化にともない、市民の安全・安心を推進している市議会としては、「市民５分
間演説」は当面の間休止とさせていただいております。
　また、将来において、コロナ禍が終息しうる状況になった場合には、市民の皆様のご参加をお待ち
しておりますので、それまではご自愛くださいますようお願いいたします。

議案番号 議案件名 結 果

議案第７６号 大田原市税条例の一部を改正する条例の制定について

議案第７７号

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

大田原市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について

議案第７８号
大田原市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

議案第７９号

不　採　択

不　採　択

不　採　択

大田原市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

大田原市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

大田原市火葬場の指定管理者の指定について

大田原市交流促進センター若杉山荘の指定管理者の指定について

令和３年度大田原市一般会計補正予算（第７号）

１８～３９歳の若者及び１８歳未満の子どもへの新型コロナワクチン
接種事業推進の中止を求める陳情書

新型コロナワクチン非接種者への差別禁止に関する陳情書

学校及び児童保育機関でのマスク着用推奨中止を求める陳情書

令和３年度大田原市一般会計補正予算（第８号）

大田原市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

大田原市議会基本条例の一部を改正する条例の制定について

議案第８０号

議案第８１号

議案第８２号

議案第８３号

陳情第４号

陳情第５号

陳情第６号

追加議案第４号

議員案第５号

議員案第６号

おおたわら市 議会だより（3） 令和 4 年2月1日 



令和３年  第４回大田原市議会定例会における表決状況一覧

 ○：賛成　×：反対　欠：欠席　　※君島孝明議長は採決に原則加わりません

議案第７２号

議案第７３号

議案第７４号

議案第７５号

議案第７６号

議案第７７号

議案第７８号

議案第７９号

議案第８０号

議案第８１号

議案第８２号

議案第８３号

追加議案第４号

議員案第５号

議員案第６号

陳情第６号
（不採択に対して）

陳情第５号
（不採択に対して）

陳情第４号
（不採択に対して）
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◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

櫻
　
井
　
潤
一
郎

深
　
澤
　
正
　
夫

前
　
田
　
則
　
隆

新
　
巻
　
満
　
雄

菊
　
地
　
英
　
樹

大
　
塚
　
正
　
義

斎
　
藤
　
光
　
浩

鈴
　
木
　
　
　
隆

秋
　
山
　
幸
　
子

伊
　
賀
　
　
　
純

小
　
林
　
正
　
勝

髙
　
﨑
　
和
　
夫

引
　
地
　
達
　
雄

前
　
野
　
良
　
三

君
　
島
　
孝
　
明

菊
　
池
　
久
　
光

髙
　
瀨
　
重
　
嗣

中
　
川
　
雅
　
之

大
豆
生
田
春
美

滝
　
田
　
一
　
郎

星
　
　
　
雅
　
人

議

案
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11人の熱弁

順番 順番質 問 者 質 問 者質　問　事　項 質　問　事　項

①栃木県北と茨城県北を結ぶ幹線
　道路（仮称・北関東北部横断道
　路）整備について
②自転車の安全利用に関する条例
　と自転車保険加入への取り組み
　について
③市有財産の貸借や売却等の手法
　について

①災害時の応急住宅の供給について
②スケートボード利用の問題について

①こども医療費助成事業について
②市民健康診査について

①黒羽刑務所閉庁後の利用について
②大田原市過疎地域持続的発展計
　画について

①令和４年度一般会計予算編成方
　針に基づく主要事業について
②那須北３市町の合併効果について
③大田原市有財産活用民間提案制
　度について
④第49回衆議院議員総選挙にお
　ける投票状況について

①コロナ後を見据えた大田原市の
　街づくりについて
②第49回衆議院議員総選挙を受
　けて投票率アップの取り組みに
　ついて
③「ふれあいの丘」の今後について
④市長選挙について

①気候危機に対応する、「本市地
　球温暖化防止実行計画」（区域
　施策編）について
②積極的に若者の意見を市政に反
　映させる「子ども議会」の推進に
　ついて
③大田原市過疎地域持続的発展計
　画について

①第49回衆議院総選挙の投票者
　数及び投票率について
②教育施設（トイレ）整備について

①GIGAスクールにおけるネット
　トラブルと個人情報の取り扱い
　について
②GIGAスクールのハード面及び
　ソフト面について

①地域共生社会の実現に向けて
②中心市街地の活性化について

①市長４期目の大田原市政について

　定例会において、議員が市民の代表として、行政全般にわたり市の考え方や施策の
進捗状況及び将来における政策方針等を質すことです。また、議員は市長等の答弁を
受け、疑問を質すことはもとより、市民の立場に立った事務事業の改善や政策提言を
する議員の重要な権限です。
（次ページ以降の質問及び答弁に関する記事は、質問した議員が自ら原稿をおこし、
それを掲載しています。なお、原稿提出があった方のみ掲載しております。）

一般質問とは

市政を問う一般質問

4 新巻　満雄

5 滝田　一郎

6 伊賀　　純

7 秋山　幸子菊池　久光1

斎藤　光浩2

大豆生田  春美3

菊地　英樹9

深澤　正夫8

星　　雅人10

前野　良三11

※太字が掲載されている項目

質問通告者と質問事項

おおたわら市 議会だより（5） 令和 4 年2月1日 



おおたわら市 議会だより   令和 4 年 2月1日 （6）

質
問
：
幹
線
道
路
（
仮
称
・
北
関
東

北
部
横
断
道
路
）
整
備
に
関
し
、
現

在
の
交
通
状
況
、
道
路
機
能
状
況
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
、
国
・
県
に
対

し
早
期
実
現
を
要
望
し
て
い
く
べ
き

か
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
仮
称
・
北
関
東
北
部
横
断
道

路
は
、
茨
城
県
と
栃
木
県
北
部
地
域

を
結
ぶ
広
域
的
な
道
路
と
し
て
、
八

溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏
道
路
住

宅
部
会
が
平
成
29
年
３
月
に
策
定
を

し
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る

調
査
に
お
い
て
も
、
本
路
線
を
東
西

方
向
に
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
路
線
で
あ
る

と
高
く
評
価
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た

本
市
に
お
い
て
も
重
要
な
路
線
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
、
本
路
線
の
早
期
整
備
実
現
を
目

指
し
ま
し
て
、
国
・
県
に
対
し
て
要

望
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。

質
問
：
市
長
か
ら
も
ぜ
ひ
し
っ
か
り

と
要
望
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
も
う
一
度
市
長
の
考
え

を
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁
：
当
然
我
々
大
田
原
市
を
筆
頭

と
し
て
、
精
一
杯
の
努
力
を
し
て
早

期
実
現
す
る
べ
く
頑
張
っ
て
い
き
た

い
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
：
災
害
時
の
応
急
住
宅
の
供
給

に
つ
い
て
本
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
大
田
原
市
地
域
防
災
計
画
に

応
急
住
宅
の
供
給
は
原
則
と
し
て
既

設
の
公
営
住
宅
等
で
提
供
可
能
な
も

の
を
供
給
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
る

よ
う
な
大
規
模
な
災
害
で
、
既
設
の

公
営
住
宅
の
必
要
数
が
不
足
す
る
場

合
に
は
、
県
が
応
急
仮
設
住
宅
を
直

営
、
ま
た
は
「
災
害
時
に
お
け
る
応

急
仮
設
住
宅
の
建
設
に
関
す
る
協

定
」
の
締
結
先
、
そ
の
他
業
者
活
用

等
に
よ
り
設
置
し
、
ま
た
関
係
団
体

と
協
力
し
て
、
民
間
賃
貸
住
宅
を
借

り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
被
災
者
に

供
給
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問
：
モ
バ
イ
ル
型
応
急
仮
設
住
宅

を
検
討
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま

す
。

答
弁
：
避
難
所
を
多
く
確
保
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
こ
と
で

大
変
す
ば
ら
し
い
取
組
だ
と
思
い
ま

す
が
、
市
有
施
設
、
具
体
的
に
言
い

ま
す
と
ふ
れ
あ
い
の
丘
の
よ
う
な
と

こ
ろ
を
ま
ず
は
優
先
的
に
考
え
て
、

も
し
も
大
田
原
市
内
に
そ
の
よ
う
な

事
業
者
が
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
等
の

設
置
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の

時
点
で
ま
た
考
え
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

栃
木
県
北
と
茨
城
県
北
を

結
ぶ
幹
線
道
路（
仮
称
・

北
関
東
北
部
横
断
道
路
）

整
備
に
つ
い
て

菊池　久光 議員斎藤　光浩 議員

災
害
時
の
応
急
住
宅
の

供
給
に
つ
い
て

一般質問



おおたわら市 議会だより

質
問
：
償
還
払
い
の
申
請
を
し
て
い

る
方
の
割
合
を
伺
い
ま
す
。 

答
弁
：
国
保
分
の
み
を
お
答
え
し
ま

す
。
小
学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生

ま
で
に
お
け
る
償
還
払
い
の
申
請
割

合
は
、令
和
２
年
度
で
68
．９
％
で
す
。

質
問
：
中
学
３
年
生
ま
で
現
物
給
付

に
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
現
物
給
付
を
実
施
し
た
場
合
、

安
易
な
受
診
に
よ
る
過
剰
診
療
、
い

わ
ゆ
る
コ
ン
ビ
ニ
受
診
や
、
医
療
費

総
額
及
び
医
療
費
助
成
額
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
の
で
、
公
平
性
の
確
保

や
適
性
受
診
を
図
る
た
め
に
、
現
時

点
で
は
県
の
制
度
に
従
っ
て
い
ま
す

が
、
多
く
の
議
員
か
ら
の
熱
い
情
熱

も
あ
り
、
市
長
会
ま
た
は
町
村
会
か

ら
も
多
く
提
出
さ
れ
た
統
一
要
望
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
鑑
み
て
県
が

現
物
給
付
拡
大
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
本
市
と
し

て
は
、
前
向
き
に
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
：
前
向
き
と
は
、
い
つ
が
目
標

か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
年
度
途
中
と
い
う
訳
に
は
い

か
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
新
た
な

年
度
に
向
け
て
の
予
算
編
成
の
措
置

の
中
で
組
み
込
め
れ
ば
前
向
き
と
い

う
言
葉
に
沿
う
よ
う
に
な
る
の
か
な

と
い
う
こ
と
で
、
ご
期
待
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

質
問
：
閉
庁
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。 

答
弁
：
法
務
省
は
、
民
間
企
業
か
ら

の
活
用
提
案
を
募
る
た
め
に
、Ｒ
Ｆ

Ｉ
を
実
施
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
様
々
な
専
門
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
す
る
事
業
者
か
ら
公
募
の
前
段

階
と
し
て
、
実
用
性
の
高
い
情
報
を

収
集
す
る
手
法
で
す
。
こ
れ
で
得
ら

れ
た
情
報
を
活
用
し
て
、
利
活
用
に

係
る
公
募
を
行
い
、
事
業
者
を
選
定

す
る
運
び
と
な
り
ま
す
。
令
和
３
年

度
内
に
公
募
の
手
続
き
を
開
始
す
る

計
画
で
す
が
、
今
後
の
公
募
に
お
い

て
建
物
及
び
敷
地
の
活
用
が
全
て
決

定
し
な
い
場
合
に
は
、
令
和
４
年
度

以
降
も
活
用
提
案
の
募
集
を
継
続
す

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
４

月
以
降
も
引
き
続
き
法
務
省
が
施
設

全
体
の
管
理
は
行
い
、
そ
の
管
理
の

下
、
民
間
企
業
等
の
活
用
が
徐
々
に

図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
：
本
市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

活
用
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
こ
れ
ま
で
黒
羽
刑
務
所
は
、

地
域
の
雇
用
を
支
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
黒
羽
刑
務
所
が
廃
庁
に
な

り
ま
す
と
、
そ
こ
に
関
連
し
て
き
た

業
者
で
す
と
か
看
守
等
も
い
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
新
た
な
雇
用
が
生
ま

れ
る
企
業
の
進
出
と
い
う
も
の
を
一

番
期
待
し
て
い
ま
す
。

※
注
釈
　
Ｒ
Ｆ
Ｉ
と
は
企
業
や
官
庁
な
ど
が
業
務
の
発
注
や

　
　
　
　
委
託
な
ど
を
計
画
す
る
際
、
発
注
先
候
補
の
業
者

　
　
　
　
に
情
報
提
供
を
依
頼
す
る
文
書
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

に
つ
い
て

大豆生田　春美 議員新巻　満雄 議員

黒
羽
刑
務
所
閉
庁
後
の

利
用
に
つ
い
て

一般質問

（7） 令和 4 年2月1日  



おおたわら市 議会だより   令和 4 年 2月1日 （8）

質
問
：
合
併
の
長
所
、
短
所
、
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

①
知
名
度
や
ブ
ラ
ン
ド
推
進
等
県
北

の
中
核
都
市
と
し
て
の
発
展
可
能
性
。

②
市
民
の
た
め
の
き
め
細
や
か
な
行

政
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
。

③
行
政
の
充
実
、
効
率
化
と
行
政
コ

ス
ト
削
減
。

④
財
政
基
盤
の
充
実
と
強
化
。

こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
①
に
つ
い
て
は
、
宇
都
宮
市

に
続
き
栃
木
県
内
で
２
つ
目
の
中
核

市
と
な
り
、
県
内
外
に
お
け
る
認
知

度
が
向
上
し
、
そ
れ
に
伴
い
観
光
客

な
ど
交
流
人
口
の
増
加
や
企
業
誘
致

の
促
進
等
と
い
っ
た
都
市
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。②
③
④
に
つ
い

て
は
、
県
と
市
の
２
段
階
で
行
っ
て

い
る
許
認
可
事
務
等
を
市
が
一
元
的

に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
事
務
の
効
率

化
が
図
ら
れ
き
め
細
や
か
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
ま
た
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
類

似
施
設
の
重
複
維
持
が
な
く
な
り
、

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
や
財
政
基
盤
の

強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
総
合
的
に

考
え
て
、
那
須
地
区
３
市
町
の
合
併

効
果
は
大
き
く
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
が
合
併
を
進
め
る
た
め
に
は
本
市

内
外
の
各
方
面
か
ら
ご
理
解
や
ご
協

力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

そ
う
し
た
機
運
が
醸
成
す
る
よ
う
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
：
新
聞
報
道
に
あ
る
４
選
出
馬

に
対
し
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
前
提
条
件
と
し
て
、
コ
ロ
ナ

を
き
ち
っ
と
抑
え
る
こ
と
、
財
政
健

全
化
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
、
国
政

選
挙
で
結
果
を
出
す
こ
と
の
３
点
を

考
え
、
そ
れ
ら
が
達
成
で
き
た
の
で
、

次
の
４
年
間
で
や
り
た
か
っ
た
施
策
、

具
現
化
を
し
っ
か
り
や
り
遂
げ
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
、

出
馬
の
表
明
を
し
ま
し
た
。

質
問
：
多
く
の
市
民
か
ら
の
声
も
あ

り
、
３
期
12
年
を
自
身
の
公
約
と
し

て
訴
え
ら
れ
た
の
は
事
実
で
し
ょ
う

か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
選
挙
公
約
と
し
て
申
し
上
げ

ま
し
た
。 

質
問
：
自
身
と
市
民
の
間
で
の
公
約

と
い
う
お
約
束
を
市
長
は
ど
う
考
え

る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
公
約
は
し
っ
か
り
と
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
と
立
候
補

者
の
約
束
事
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

今
日
ま
で
市
政
を
預
か
る
立
場
と
し

て
、
日
々
自
分
を
戒
め
て
き
ま
し
た

が
、
市
民
の
皆
様
方
の
選
択
、
い
わ

ゆ
る
選
挙
を
と
お
し
て
４
期
目
が
負

託
さ
れ
る
か
さ
れ
な
い
か
、
そ
こ
に

民
主
政
治
の
原
点
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
政
策
議
論
を
と
お
し
て
、
有
権

者
が
真
剣
に
今
後
の
大
田
原
市
政
を

考
え
て
い
く
選
挙
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

那
須
北
３
市
町
の
合
併

効
果
に
つ
い
て

滝田　一郎 議員伊賀　　純 議員

市
長
選
挙
に
つ
い
て

一般質問
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質
問
：
気
候
危
機
が
急
速
に
進
行
し

て
い
る
中
、
本
市
地
球
温
暖
化
防
止

実
行
計
画
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

が
迫
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。
大
田
原
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
に
、
本
市
の
豊
か
な
農
地
や

森
林
な
ど
未
利
用
資
源
を
バ
イ
オ
マ

ス
に
活
用
す
る
こ
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
の
実
現
に
有
効
と
あ
り
、

進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
本
市
と
し
て
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
や
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵

養
と
い
っ
た
森
林
の
持
つ
公
益
的
機

能
の
重
要
性
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

優
良
な
八
溝
材
の
産
出
を
推
進
し
、

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
図
る
こ
と

で
森
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
、
未
来

に
つ
な
が
る
森
林
の
持
続
的
な
サ
イ

ク
ル
が
維
持
で
き
る
よ
う
な
適
切
な

森
林
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

質
問
：
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
さ

せ
る
こ
と
で
森
林
生
産
者
が
収
益
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
に
近
隣
の
企
業
と

連
携
を
強
化
す
る
な
ど
、
か
じ
取
り

を
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
平
成
29
年
度
以
降
、
売
電
に

よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
事
業
化
が

難
し
い
状
況
で
、
進
ん
で
な
い
時
期

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
３
年

１
月
以
降
、
ノ
ン
フ
ァ
ー
ム
型
の
売

電
接
続
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
活
用
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

質
問
：
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ

め
に
つ
い
て
は
、
学
校
外
で
発
生
す

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
発
見

が
非
常
に
難
し
く
、
対
応
が
遅
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
各
学
校

に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
に
対
し
て

い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
行
為

で
あ
る
と
繰
り
返
し
指
導
す
る
と
と

も
に
、
も
し
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
に
は
、
悩
み
や
不
安
を
打
ち

明
け
ら
れ
る
教
育
相
談
体
制
の
充
実

を
図
り
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
と
早

期
対
応
に
努
め
ま
す
。

質
問
：
情
報
モ
ラ
ル
の
教
育
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
令
和
３
年
３
月
に
パ
ソ
コ
ン

活
用
の
ル
ー
ル
を
定
め
、
学
級
等
を

単
位
と
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特

性
や
危
険
性
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

正
し
い
利
用
の
仕
方
等
を
指
導
し
て

い
ま
す
。
特
に
児
童
生
徒
に
多
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
長
時
間
利
用
す

る
こ
と
に
よ
る
生
活
習
慣
の
乱
れ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
ト
ラ
ブ
ル
等
に
関
し

ま
し
て
は
、
身
近
な
例
を
挙
げ
て
指

導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒

だ
け
で
な
く
、
保
護
者
を
対
象
に
し

た
情
報
モ
ラ
ル
教
室
を
開
催
し
、
親

子
で
情
報
モ
ラ
ル
意
識
を
高
め
て
い

る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
情

報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

気
候
危
機
に
対
応
す
る
、

「
本
市
地
球
温
暖
化
防
止

実
行
計
画
」に
つ
い
て

秋山　幸子 議員菊地　英樹 議員

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
と
個
人

情
報
に
つ
い
て

一般質問

（9） 令和 4 年2月1日  



おおたわら市 議会だより  令和 4 年 2月1日 （10）

質
問
：
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

を
導
入
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
、
考

え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
本
事
業
は
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
の
た
め
に
改
正
さ
れ
た
社
会

福
祉
法
第
１
０
６
条
の
４
に
規
定
さ

れ
た
も
の
で
、
市
町
村
は
地
域
住
民

の
複
雑
、
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ

に
対
し
、
属
性
を
問
わ
な
い
包
括
的

相
談
支
援
事
業
、
地
域
づ
く
り
事
業

及
び
多
機
関
協
働
事
業
等
を
実
施
し
、

包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
困
難
ケ
ー
ス
に
対
し
、

庁
内
関
係
部
署
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
相
談

機
関
等
が
連
携
し
、
随
時
個
別
ケ
ー

ス
会
議
を
実
施
し
支
援
を
し
て
お
り
、

従
来
の
介
護
、
障
害
、
子
育
て
、
生

活
困
窮
と
い
っ
た
分
野
別
の
支
援
体

制
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な
ケ
ー
ス

に
関
し
、
包
括
的
な
関
係
機
関
で
情

報
共
有
を
し
連
携
を
取
り
、
一
定
程

度
の
対
応
は
で
き
て
い
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
ま
ず
は
移
行
準
備
事
業
へ

の
着
手
に
向
け
、
先
進
地
や
県
内
各

市
町
の
実
施
状
況
、
内
容
等
の
情
報

と
組
織
の
改
編
、
関
係
機
関
と
の
連

携
の
在
り
方
等
に
関
す
る
知
見
を
収

集
し
、
更
な
る
包
括
的
な
支
援
体
制

構
築
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

質
問
：
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援

対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育
て
環

境
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。第
２
期
大
田
原
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
ま

し
て
、
子
ど
も
の
発
達
支
援
、
子
ど

も
と
と
も
に
成
長
す
る
親
へ
の
支
援
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
育
つ
環
境
づ

く
り
を
基
本
理
念
と
し
て
、
子
育
て

環
境
日
本
一
を
今
後
も
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
に
お

け
る
子
育
て
支
援
の
充
実
、
親
と
子

ど
も
へ
の
健
康
確
保
、
健
康
づ
く
り
、

ま
た
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
や
家
庭

へ
の
支
援
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
支
え
る
教
育
環
境
の
整
備
、
ま

た
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を
支
援
す

る
生
活
環
境
の
整
備
の
５
つ
の
基
本

目
標
を
掲
げ
、
関
係
各
課
の
連
携
を

密
に
し
て
包
括
的
に
子
ど
も
子
育
て

支
援
施
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
給
食
費
の

50
％
支
援
は
、
今
後
も
続
け
て
い
き

ま
す
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
て

市
長
４
期
目
の
大
田
原

市
政
に
つ
い
て

星　　雅人 議員前野　良三 議員

一般質問



7
日
◯
広
報
広
聴
委
員
会

12
日
◯
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　

議
会
定
例
会

13
日
◯
栃
木
県
市
議
会
議
長
会
議

15
日
◯
会
派
代
表
者
会
議

　
　

◯
議
会
運
営
委
員
会

　
　

◯
全
員
協
議
会

20
日
◯
那
須
地
区
消
防
組
合
議
会
定
例
会

28
日
◯
令
和
3
年
度
大
田
原
市
戦
没
者

　
　
　

追
悼
式

2
日
◯
会
派
代
表
者
会
議

　
　

◯
議
会
運
営
員
会

11
日
◯
全
員
協
議
会

22
日
◯
議
会
運
営
委
員
会

25
日
◯
県
北
五
市
議
長
会
議

29
日
◯
令
和
3
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

　
　
　

招
集（
本
会
議
）

　
　

◯
議
会
運
営
委
員
会

　
　

◯
全
員
協
議
会（
臨
時
）

　
　

◯
会
派
代
表
者
会
議

　
　

◯
総
務
常
任
委
員
会

　
　

◯
民
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　

◯
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
　

◯
広
報
広
聴
委
員
会

１
日
◯
本
会
議

　
　
　
（
議
案
質
疑
・
一
般
質
問
）

２
日
◯
本
会
議（
一
般
質
問
）

３
日
◯
本
会
議（
一
般
質
問
）

6
日
◯
総
務
常
任
委
員
会

　
　

◯
民
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　

◯
建
設
産
業
常
任
委
員
会

8
日
◯
議
会
運
営
委
員
会

　
　

◯
全
員
協
議
会（
臨
時
）

　
　

◯
本
会
議（
議
決
）

　
　

◯
全
員
協
議
会

15
日
◯
広
報
広
聴
委
員
会

23
日
◯
広
報
広
聴
委
員
会

10月

12月

11月

議
会
日
誌

おおたわら市 議会だより（11） 令和 4 年2月1日 



◆
10
月
15
日

（
報
告
事
項
）

１　

大
田
原
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に

　
　

関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に

　
　

つ
い
て

２　

大
田
原
市
有
財
産
活
用
民
間
提
案
制
度
に

　
　

基
づ
く
廃
校
施
設
に
関
す
る
提
案
者
の
特

　
　

定
に
つ
い
て

３　

職
員
の
通
年
で
の
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー

　
　

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
勤
務（
通
年
軽
装
勤
務
）の
試

　
　

行
に
つ
い
て

４　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
績
に
つ
い

　
　

て

５　

予
算
・
決
算
議
会
日
程
の
変
更
に
つ
い
て

６　

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例

　
　

会
報
告
に
つ
い
て

 

◆
11
月
11
日

（
報
告
事
項
）

１　

大
田
原
市
有
財
産
活
用
民
間
提
案
制
度
に

　
　

基
づ
く
廃
校
施
設
に
関
す
る
提
案
者
の
特

　
　

定
に
つ
い
て

２　

第
11
次
大
田
原
市
交
通
安
全
計
画（
令
和

　
　

３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）の
策
定
に
つ
い

　
　

て

３　

令
和
３
年
度
大
田
原
市
一
般
会
計
補
正
予

　
　

算
第
６
号
に
つ
い
て

４　

大
田
原
市
有
財
産
活
用
民
間
提
案
制
度
に

　
　

基
づ
く
旧
大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー
に
関
す

　
　

る
提
案
者
の
特
定
に
つ
い
て

５　

大
田
原
市
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画

　
　
（
三
期
計
画
）の
策
定
に
つ
い
て

６　

令
和
４
年
大
田
原
市
は
た
ち
の
集
い
の
開

　
　

催
に
つ
い
て

７　

那
須
地
区
消
防
組
合
議
会
定
例
会
報
告
に

　
　

つ
い
て

８　

委
員
会
の
会
派
及
び
無
会
派
の
割
り
当
て

　
　
（
調
整
結
果
）に
つ
い
て

９　

議
員
報
酬
条
例
改
正
議
案
に
つ
い
て

（
協
議
事
項
）

１　

市
民
５
分
間
演
説
の
休
止
継
続（
再
開
）

　
　

に
つ
い
て

 

◆
11
月
29
日（
臨
時
）

（
報
告
事
項
）

１　

委
員
会
の
会
派
及
び
無
会
派
の
割
り
当
て

　
　

に
つ
い
て

 
◆
11
月
29
日（
臨
時
）

（
報
告
事
項
）

１　

議
員
案
に
つ
い
て

 

◆
12
月
８
日（
臨
時
）

（
報
告
事
項
）

１　

令
和
３
年
度
大
田
原
市
一
般
会
計
補
正
予

　
　

算（
第
８
号
）

 

◆
12
月
８
日

（
報
告
事
項
）

１　

大
田
原
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例（
案
）

　
　

に
対
す
る
意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

　
　

ン
ト
）の
実
施
に
つ
い
て

２　

大
田
原
市
厨
芥
ご
み
処
理
機
器
設
置
補
助

　
　

金
制
度
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

３　

第
71
期
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
杯
王
将
戦
七
番
勝
負

　
　

第
３
局
の
大
田
原
市
開
催
に
つ
い
て

４　

親
和
会
決
算
報
告
に
つ
い
て

（
協
議
事
項
）

１　

大
田
原
市
表
彰
審
査
委
員
会
委
員
に
つ
い

　
　

て

２　

那
須
地
区
議
員
交
流
会
幹
事
に
つ
い
て

３　

議
員
充
て
職
に
つ
い
て

 

◆
11
月
29
日

１　

委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

２　

副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

 

◆
12
月
６
日

１　

付
託
議
案
の
審
査

２　

閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
の
提
出
に
つ

　
　

い
て

 

◆
11
月
29
日

１　

委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

２　

副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

 

◆
12
月
６
日

協議会及び委員会の内容10月～12月

全
員
協
議
会

総
務
常
任
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

おおたわら市 議会だより   令和 4 年 2月1日 （12）



協議会及び委員会の内容 10月～12月

１　

付
託
議
案
の
審
査

２　

閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
の
提
出
に
つ

　
　

い
て

◆
11
月
29
日

１　

委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

２　

副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

 

◆
12
月
６
日

１　

付
託
議
案
の
審
査

２　

閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
の
提
出
に
つ

　
　

い
て

 

◆
10
月
15
日

１　

予
算
・
決
算
議
会
日
程
の
変
更
に
つ
い
て

 

◆
11
月
２
日

１　

12
月
定
例
会
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

２　

市
民
５
分
間
演
説
の
休
止
継
続（
再
開
）

　
　

に
つ
い
て

 

◆
11
月
22
日

１　

令
和
３
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
の
招
集

　
　

に
つ
い
て

２　

提
出
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て

３　

一
般
質
問
に
つ
い
て

４　

提
出
議
案
等
の
内
容
に
つ
い
て

５　

会
期
に
つ
い
て

６　

議
案
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

７　

会
議
日
程
に
つ
い
て

８　

一
般
質
問
の
割
り
振
り
に
つ
い
て

９　

請
願
・
陳
情
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

10　

正
副
議
長
立
候
補
所
信
表
明
演
説
に
つ
い

　
　

て

11　

就
任
正
副
議
長
の
お
祝
い
の
言
葉
に
つ
い

　
　

て

12　

組
合
議
会
議
員
・
委
員
会
等
に
つ
い
て

13　

大
田
原
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

　
　

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い

　
　

て

14　

大
田
原
市
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正
に

　
　

つ
い
て

　
　
　

◆
11
月
29
日

１　

委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

２　

副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

３　

提
出
さ
れ
た
議
員
案
に
つ
い
て

４　

提
出
議
員
案
の
内
容
に
つ
い
て

５　

議
員
案
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

６　

議
員
案
上
程
の
時
期
に
つ
い
て

７　

会
議
日
程
に
つ
い
て

８　

閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
の
提
出
に
つ

　
　

い
て

 

◆
12
月
８
日

１　

提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て

２　

提
出
議
案
の
内
容
に
つ
い
て

３　

追
加
議
案
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

４　

追
加
議
案
上
程
の
時
期
に
つ
い
て

５　

会
議
日
程
に
つ
い
て

 

◆
10
月
7
日

１　

議
会
だ
よ
り
11
月
号
に
つ
い
て

２　

議
会
報
告
会
撮
影
動
画
に
つ
い
て

◆
11
月
29
日

１　

委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

２　

副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

３　

議
会
だ
よ
り（
１
月
号
）の
内
容
確
認
に
つ

　
　

い
て

 

◆
12
月
８
日

１　

議
会
だ
よ
り（
１
月
号
）に
つ
い
て

２　

議
会
だ
よ
り（
２
月
号
）に
つ
い
て

３　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

 

◆
12
月
15
日

１　

議
会
だ
よ
り（
２
月
号
）に
つ
い
て

 

◆
12
月
23
日

１　

議
会
だ
よ
り（
２
月
号
）に
つ
い
て

２　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

 

建
設
産
業
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

おおたわら市 議会だより（13） 令和 4 年2月1日  



各委員会及び協議会の活動

おおたわら市 議会だより  令和 4 年 2月1日 （14）



　

市
議
会
は
12
月
定
例
会
に
お
い

て
、
正
副
議
長
立
候
補
者
の
所
信

表
明
演
説
会
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　

こ
の
演
説
会
は
、
議
会
基
本
条

例
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
を
実
現
す
る
た
め
、

議
長
及
び
副
議
長
の
選
出
過
程
を

透
明
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

選
挙
の
前
の
休
憩
中
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
候
補
者
が
所
信
表
明
を
行

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
演

説
会
に
お
い
て
は
、
議
長
に
２
名
、

副
議
長
に
１
名
が
立
候
補
の
届
け

出
が
あ
り
、
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
立
候
補
者
か
ら
は
、
議
会
改

革
の
推
進
、
議
会
活
動
の
充
実
、

政
策
立
案
の
強
化
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
、
市

民
か
ら
信
頼
に
応
え
る
議
会
に
す

る
こ
と
等
に
つ
い
て
の
演
説
が
あ

り
、
他
の
議
員
か
ら
は
所
信
表

明
に
対
す
る
質
疑
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
開
か
れ
た
議
会

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

正
副
議
長
立
候
補

　
所
信
表
明
演
説
会
を
実
施

正
副
議
長
立
候
補

　
所
信
表
明
演
説
会
を
実
施

　ご自宅等のパソコンから生中継をご覧いただく際は、市のホームページの「大田原市議会」から「議会
中継」のページへお進みください。また、タブレット端末及びスマートフォンからも視聴できます。
　なお、本会議の録画映像も市ホームページにて配信しております。さらに、議会報告会は公式
Facebook、YouTubeでも配信しておりますので、ぜひご覧ください。

市議会ではインターネットによる生中継をしております

●大田原市ホームページ
https://www.city.ohtawara.tochigi.jp/

●お問い合せ先
大田原市議会事務局　☎0287-23-8714

アクセス
方法

副議長選挙に向けての所信表明演説の様子副議長選挙に向けての所信表明演説の様子

議長選挙に向けて所信表明演説の様子議長選挙に向けて所信表明演説の様子

おおたわら市 議会だより（15） 令和 4 年2月1日 



　○○○に関する
　　　　　請願（陳情）

1. 請願（陳情）の趣旨
2. 請願（陳情）の理由

令和○年○月○日

請願（陳情）者
　住所　
　氏名
大田原市議会議長あて

《表　紙》 《内　容》■ 請願（陳情）書は、議会事務局へ持参してくだ
　 さい。
■ 内容は簡単な趣旨、理由、提出日、請願（陳
　 情）者の住所及び氏名を記載し捺印して
　 提出してください。
■ 用紙のサイズはA4版でお願いいたします。
■ 道路や水路等の場合は地図の写しや略図を
　 添付してください。

〈 

請
願（
陳
情
）書
の
書
式
例 

〉

紹介議員名
（陳情は不要）

請願・陳情はこんな方法で

（
提
出
者
）

  

佐
野
市
新
吉
水
町
５
４
７
‐
2

　

栃
木 

命
と
人
権
を
守
る
市
民
の
会 

　
　
　

 

代
表
幹
事　

葛
西
　
慶
子

（
陳
情
の
趣
旨
）

　

 

18
〜
39
歳
の
若
者
及
び
18
歳
未

満
の
子
ど
も
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
推
進
の
中
止
を
求
め

る
も
の
。

（
民
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　 

　
審
査
の
内
容
・
結
果
）

　

意
見
と
し
て「
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
に
つ
い
て
世
界
保
健
機
関
や
ア
メ

リ
カ
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
、
ま

た
は
日
本
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
有
識
者
会
議
等
で
も
多
く
の

議
論
が
な
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い

る
、
治
療
薬
が
な
い
中
、
今
で
き
る

こ
と
を
行
い
た
い
」「
接
種
対
象
者
の

意
思
を
尊
重
し
、
同
意
な
き
も
の
に

は
強
制
し
な
い
事
が
大
原
則
に
な
る

事
は
言
う
ま
で
も
な
い
」「
医
学
の
知

見
を
信
用
す
べ
き
だ
」「
承
認
を
得
た

ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
」な
ど
議
論
が
な

さ
れ
、
審
査
の
結
果
、「
不
採
択
」と

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

みなさんからの 請願 ・ 陳情 （委員会審査状況）
陳
情
第
４
号

18
〜
39
歳
の
若
者
及
び
18
歳

未
満
の
子
ど
も
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
推
進
の
中
止
を

求
め
る
陳
情
書

（
令
和
3
年
11
月
提
出
）

（
提
出
者
）

  

佐
野
市
新
吉
水
町
５
４
７
‐
2

　

栃
木 

命
と
人
権
を
守
る
市
民
の
会 

　
　
　

 

代
表
幹
事　

葛
西
　
慶
子

（
陳
情
の
趣
旨
）

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
サ
ポ
ー

ト
及
び
そ
れ
に
類
す
る
非
接
触
者

へ
の
差
別
を
助
長
す
る
仕
組
み
の

導
入
の
阻
止
、
並
び
に
非
接
触
者

差
別
を
禁
止
す
る
条
例
の
制
定
を

求
め
る
も
の
。

（
民
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　 

　
審
査
の
内
容
・
結
果
）

　

意
見
と
し
て「
栃
木
県
で
は『
新
型

コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
を
乗
り
越
え
る

オ
ー
ル
と
ち
ぎ
宣
言
』が
あ
る
。
こ

の
宣
言
の
啓
発
に
時
間
と
力
を
注
ぐ

べ
き
で
あ
る
」「
あ
え
て
条
例
化
の
必

要
性
を
感
じ
な
い
」な
ど
議
論
が
な

さ
れ
、
審
査
の
結
果
、「
不
採
択
」と

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

陳
情
第
5
号

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
非
接

種
者
へ
の
差
別
禁
止
に
関
す
る

陳
情
書

（
令
和
3
年
11
月
提
出
）

（
提
出
者
）

  

佐
野
市
新
吉
水
町
５
４
７
‐
2

　

栃
木 

命
と
人
権
を
守
る
市
民
の
会 

　
　
　

 

代
表
幹
事　

葛
西
　
慶
子

（
陳
情
の
趣
旨
）

　

 

学
校
及
び
児
童
保
育
機
関
で
の
、

児
童
生
徒
及
び
教
職
員
の
マ
ス
ク
着

用
推
奨
を
中
止
し
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

へ
の
統
一
を
求
め
る
も
の
。

（
民
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　 

　
審
査
の
内
容
・
結
果
）

　

意
見
と
し
て「
世
界
保
健
機
関
が

推
奨
し
て
い
る
、
飛
沫
感
染
予
防
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
」「
学
校
等
に
お

い
て
は
状
況
に
よ
り
マ
ス
ク
の
着
脱

を
適
切
に
行
う
よ
う
、
更
な
る
適
正

使
用
指
導
に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
」

「
言
語
の
習
得
に
関
し
て
は
家
庭
内

で
も
十
分
可
能
で
あ
る
」な
ど
議
論

が
な
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、「
不
採

択
」と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

陳
情
第
６
号

学
校
及
び
児
童
保
育
機
関
で

の
マ
ス
ク
着
用
推
奨
中
止
を

求
め
る
陳
情
書

（
令
和
3
年
11
月
提
出
）

おおたわら市 議会だより  令和 4 年 2月1日 （16）
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